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7つのビジョン

地域のイメージアップ
・20万人が暮らす地域
・1,200万人が訪れる観光地域
・環境先進地域

産業連携・新産業の創出
・新エネルギー開発利用地域
・農畜産物や水産物の情報発信
・地産地消の推進

安全・安心のまちづくり
・安定的な医療・福祉体制の強化
・大規模災害時に円滑な避難対応

広域観光の促進
・多様な体験型観光プログラム
・地域観光スペシャリストの育成
・地域の関連団体の連携推進

広域教育の促進
・幅広い体験学習
・大学等と連携した総合教育の推進
・1次～3次産業の幅広い人材育成

移住・定住の促進
・季節移住の促進
・退職世代の移住促進
・現役世代の移住促進

行財政の効率化
・効率的な職員配置
・行政サービスの広域化

豊浦町

洞爺湖町

伊達市

室蘭市

登別市

壮瞥町

伊達市
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く
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こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の

西
胆
振
の
将
来
像

西
胆
振
地
域
（
室
蘭
市
・
登
別
市
・
伊
達
市
・

豊
浦
町
・
壮
瞥
町
・
洞
爺
湖
町
）
を
一
つ
の
生
活

圏
と
し
て
み
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
や
強
み
が
あ

る
反
面
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

西
胆
振
地
域
の
人
口
は
、
合
わ
せ
る
と

　
万
５
千
人
。
市
で
数
え
る
と
道
内
で

２０

４
番
目
の
人
口
規
模
で
す
が
、
平
成
　
年
に
は
　

４７

１３

万
９
千
人
ま
で
減
少
す
る
と
の
分
析
結
果
や
、
さ

ら
な
る
高
齢
化
の
進
行
も
予
想
さ
れ
て
お
り
、
若

年
層
の
流
出
の
抑
制
や
少
子
高
齢
化
対
策
、
移
住

促
進
な
ど
が
必
要
で
す
。

多
様
な
農
水
産
物
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、

ホ
タ
テ
や
ク
ロ
ソ
イ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
鋼
業
を
中
心
と

し
た
製
造
品
出
荷
額
、
年
間
１
千
　
万
人
の
観
光

２００

入
り
込
み
客
数
で
、
と
も
に
全
道
で
２
番
目
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
農
商
工
連
携
、
地
産

地
消
な
ど
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
で
は
、
大
規
模
病
院
が
複
数
存
在

し
、
医
師
数
も
全
道
平
均
値
で
は
あ
り

ま
す
が
、
不
足
し
て
い
る
地
域
や
診
療
科
も
あ
り

ま
す
。
今
後
の
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
需
要
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
小
児
救
急
や
周
産
期
医

療
の
体
制
の
維
持
、
医
師
不
足
地
域
で
の
医
療
体

制
の
確
保
な
ど
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
の
強
み
を
活

か
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
や
、
将
来
の
ま
ち

の
姿
を
考
え
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
今
年
の
３

月
に
６
市
町
が
共
同
で
「
西
胆
振
地
域
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
７
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し

ま
し
た
。

西
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振
地
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の
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状
と
課

西
胆
振
地
域
の
現
状
と
課
題題

地
域
づ
く
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ビ
ジ
ョ
ン
を
策

地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定定

室蘭市を含む西胆振地域には、
農業、水産業、観光、製造業など、
それぞれのまちの特性があります。
それらの特性を 活 かし、

い

連携、協力することで、
自分のまちに少ないものを補い、
地域としての魅力を高めるための
広域的なまちづくりについてお知らせします。

人
口

産
業

医
療
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西
胆
振
６
市
町
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
活
用
し
な

が
ら
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
手
法
に
つ
い
て
は
現
在
も
共
同
で

廃
棄
物
処
理
や
共
同
電
算
な
ど
を
行
っ
て

い
る
広
域
連
合
の
ほ
か
、
市
町
村
合
併
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
合
併
間
も
な
い
地
域
や

合
併
を
選
択
し
な
か
っ
た
地
域
も
あ
り
、

当
面
、
６
市
町
の
合
併
は
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

一
方
、
昨
年
　
月
に
、
「
定
住
自
立
圏

１２

構
想
」
と
い
う
新
た
な
連
携
の
か
た
ち
が

総
務
省
よ
り
提
唱
さ
れ
、
現
在
、
西
胆
振

地
域
で
は
、
７
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
化

の
た
め
に
こ
の
考
え
を
取
り
入
れ
た
地
域

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
と
い

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
と
い
うう

新
た
な
連
携
を
検

新
た
な
連
携
を
検
討討

定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
圏
域
の
核
と

な
る
人
口
５
万
人
程
度
以
上
の
中
心
市
が

周
辺
市
町
村
と
協
定
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
や
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
圏

域
全
体
の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
を

確
保
す
る
方
法
で
す
。

西
胆
振
地
域
で
は
室
蘭
市
が
中
心
市
と

な
り
、
医
療
や
福
祉
、
産
業
、
観
光
な
ど

の
分
野
で
、
周
辺
市
町
と
協
定
を
結
び
連

携
を
進
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
概

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
概
要要

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て
国
の
制
度

な
ど
を
活
用
し
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て

い
け
る
の
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め

に
、
６
市
町
に
よ
る
「
西
胆
振
地
域
定
住

自
立
圏
構
想
検
討
会
議
」
を
６
月
に
設
置

し
ま
し
た
。

定
住
自
立
圏
構
想

定
住
自
立
圏
構
想
のの

検
討
会
議
を
設

検
討
会
議
を
設
置置

今
年
の
　
月
末
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
連

１０

携
事
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
第
１
次
素
案

を
作
成
し
、
今
年
度
中
に
は
、
中
心
市
で

あ
る
室
蘭
市
が
定
住
自
立
圏
形
成
の
進
め

方
を
判
断
し
、
各
市
町
と
協
議
し
な
が
ら

具
体
的
な
連
携
事
業
な
ど
を
検
討
し
て
い

く
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
動
き
に
つ
い
て
は
随
時
広
報

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

定住自立圏のイメージ

定住自立圏

中心市 周辺市町村
（人口5万人以上の都市）

例えば…
ショッピング
センター

例えば…
総合病院

一般診療所

商店

農場

医師の派遣

中心市と周辺市町村が生活実態
や将来像を勘案し、協定を結ぶ
ことにより、自ら圏域決定。　

協定
1）中心市の機能の積極的活用
2）権利・負担関係の明確化
3）圏域意識や地域の誇りの醸成

注文・配送

消費の拡大・農産物のブランド化

総合医

《広域連携についての詳細》企画課 緯碓２５ ２１８１
http://www.city.muroran.lg.jp/main/org２２００/kouiki.html


